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研究成果の概要（和文）：本研究は，リアルタイムの対面式授業に，ｅラーニング教材の閲覧や

学習者自身による演奏映像の録画・提出等をブレンドすることによって，教員・保育者養成機

関におけるピアノ実技教育の授業方法の改善を図るものである。本研究により，２つのｅラー

ニング教材（バイエルｅラーニングコースおよび歌唱ｅラーニングコース）が制作された。ま

た，教材閲覧前後の学習者の演奏を詳細に分析した結果， ｅラーニング教材は学習者に自己内

省を生じさせ，演奏技術の自己トレーニングを可能にすること等を示した。 

研究成果の概要（英文）：This research aims to improve piano playing training methods at 
educational institutes for school and pre-school teachers by combining real-time 
face-to-face instruction with learners’ independent activities of studying e-learning 
materials and recording and submitting videos of their piano playing. Two sets of 
e-learning materials have been created in this research， one for a Beyer piano e-learning 
course and the other for a singing e-learning course. A detailed analysis of learners’ 
playing performance on videos taken before and after they browsed the e-learning materials 
has shown that e-learning materials encourage learners to reflect on their performance 
and are effective in helping their independent practice of musical techniques. 
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１． 研究開始当初の背景 

教員・保育者養成機関のピアノ実技教育は，
１人あたり 10 分程度の限られた対面式授業
（レッスン）の中での指導を余儀なくされて
いる。この状況を打開するために幾つかの取

り組みがなされているが，他者からの観察に
よる問題発見・原因究明（中島，2002，信州
大学教育学部附属教育実践センター紀要），
練習カルテの活用（今泉，2004，日本保育学
会全国大会発表論文抄録 vol.57）等の授業
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改善の試みも対面指導を前提とするものに
限られている。また，ICT の活用例としては，
ミュージック・ラボラトリー(ML)にネットワ
ークを組み合わせたシステム（Net-CAPIS 鈴
木，2005）が導入されており，指導者と学習
者間のコミュニケーション機能（電子メール，
掲示板）が付加された点は評価できる。しか
し，この優れたシステムでさえも，学習者の
MIDI 演奏を分析するだけではごく初歩的な
ピアノ演奏にしか対応できず，より複雑な演
奏行為であるピアノ弾き歌い演奏の分析に
は有効性が高いとは言い難かった。 

このような状況下，研究代表者は，2006-2
007 年度科学研究費補助金で，教員・保育者
養成のためのピアノ実技ｅラーニングコー
スの設計と開発に着手し，ピアノ弾き歌い演
奏の技術習得のための模範映像，注釈付き楽
譜，解説映像およびテキストの制作およびウ
ェブへの公開（http://oberon.nagaokaut.ac.
jp/kwu/piano/）を行うとともに，学習者が
自分の演奏映像を録画して指導者に提出す
るシステムを開発した。そして，京都女子大
学児童学科学生を対象に，ｅラーニングコー
スの閲覧，自身の演奏録画とその振り返り，
指導者への映像提出を実施したところ，これ
ら一連の実践は学習者に自らの演奏状態に
対する“気づき”を誘発させること等がわか
った（中平，深見他，2007・2008 年 日本教
育工学会第 23・24 回全国大会) 。また，ｅ
ラーニング教材閲覧前後の演奏映像やアン
ケート調査等を分析することによって，その
教育効果の測定も進めた（中平，深見他，20
08 年，日本教育工学会第 24 回全国大会）。さ
らに，指導者による非対面でのアドバイスが
学生の演奏にどの程度反映されるか等も分
析した(深見，中平他，2009 年，京都女子大
学発達教育学部紀要第 5号)。 
 

２．研究の目的 

本研究は，従前のリアルタイムの対面式授
業に，ピアノ実技ｅラーニングコースの閲覧
や学生による自身の演奏映像の録画・提出，
指導者による非対面でのフィードバックを
ブレンドすることによって，教員・保育者養
成機関におけるピアノ実技教育の質保証お
よび授業方法の改善（FD: Faculty Developm
ent）を実現することを最終的な目標として
いる。 

リアルタイム（同期）の教室での対面式授
業にラーニング教材を組み合わせて教育の
質を保証する，ブレンディッドラーニングに
着目したのは，対面式授業の時間数不足とい
う現状を打開するためには，教員に蓄積され
た対面式授業スキルと，時空に捉われない
ICT の長所を同時に生かすべきと考えたから
である。 

３カ年にわたる本研究の具体的な目的は，

ピアノ実技ｅラーニングコース閲覧効果の
分析，模範演奏映像と注釈付き楽譜それぞれ
の教育効果の特定，バイエルｅラーニングコ
ースの開設，注釈付き楽譜集の制作・出版，
歌唱ｅラーニングコースの開設，バイエルｅ
ラーニングコース視聴効果の分析を通じて，
非対面（非同期）指導，ｅラーニングと従来
の対面式授業とをブレンドした，教員・保育
者養成機関のピアノ実技指導カリキュラム
を構築することである。 

 

３．研究の方法 

(1)ピアノ実技ｅラーニングコースの閲覧効
果の分析～京都女子大学児童学科学生を
対象に必修授業の中で行った。2010年度に
は関西学院大学においても実施した。閲覧
効果は，視聴前後の演奏映像，学習ログ，
アンケートによって分析した。 

(2)上記コースの主要なコンテンツである，
模範演奏映像と注釈付き楽譜それぞれの
教育効果の特定～模範演奏映像のみ，注釈
付き楽譜のみ視聴する学生グループを作
り，両者の演奏技術の向上を比較した。注
釈付き楽譜のみを視聴するグループにお
いて，演奏技術の経年変化を分析した。ま
た，授業および選択授業の中で行った。 

(3)バイエルｅラーニングコースの開設～上
記ｅラーニングコースにおける制作ノウ
ハウを生かした。 

(4)注釈付き楽譜集の制作・出版～上記ｅラ
ーニングコースに掲載した 7曲の注釈付き
楽譜制作のノウハウに基づき，かつ ADDIE
モデルを援用した。 

(5)歌唱ｅラーニングコースの開設～上記ｅ
ラーニングコースや注釈付き楽譜集にお
ける制作ノウハウを生かした。 

 

４．研究成果 

(1)2009 年度 
①歌唱能力に顕著に表れる eラーニング教材

閲覧の効果  
2009年度前期必修科目「児童音楽Ⅰ」の授

業において，中間実技試験後，約 100名の学
生に上記ピアノ実技ｅラーニングコースに
掲載されている７つの楽曲から１曲以上を
練習するように伝え，ピアノ練習室に設置し
ている録画装置で自身のピアノ弾き歌い演
奏を録画し，演奏映像ファイルを提出させた。
その後，上記の eラーニング教材を反復して
観るように促し，一定期間の自主練習を経て
再録画させ，あわせてコンテンツ視聴に関す
るレポートを提出させた。期末実技試験はそ
の後実施した。図 1は実践環境である。 

図 2 に，2006 年度と 2009 年度の中間・期
末実技試験の得点分布を示す。映像提出のみ
を実施した 2006 年度と比べ，2009 年度は中
間より期末のほうが高得点である者が多い。 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 2009・2010年度の実践環境 

図 2 中間・期末実技試験の得点分布 

 

さらに詳細に分析すると，実技試験での得
点の伸びがピアノ学習歴 7年以下の者で大き
く，この傾向は e ラーニング教材を長時間閲
覧している者ほど大きかった。 
  また，視聴時間の上位 15 名をピックアッ
プして，視聴前後の演奏映像を分析したとこ
ろ，15名のうち，上達が顕著だった者が 2名，
上達した者が 9 名，あまり変化のなかった者
が 4名であった。全体としてピアノよりも歌
唱の上達が目立ち，上達した者のレポートを
分析したところ，模範演奏と自身の演奏を丁
寧に比較している者が多かった。 

以上をまとめると，ｅラーニング教材の閲
覧は，過半数の履修者にピアノ弾き歌い実技
能力の向上をもたらすこと，模範演奏と自身
の演奏との比較等を通じて，学習者に自己内
省が生じ，演奏技術の自己トレーニングが可
能となることを示唆できた。特に大学入学前
にレッスン経験がない者がピアノ弾き歌い
に必要な基礎技能のほとんどを習得できた
ことは，e ラーニング教材の活用が，不足す
るレッスン時間を補完することを実証した
といってよいだろう。 

 

②バイエルｅラーニングコース模範演奏の
撮影 

依然として保育士，幼稚園教諭などの採用
試験の課題曲として取り上げられることが
多いバイエル教則本の中から，60 番以降の楽
曲につき，模範演奏映像を制作した。映像は，
全身映像と手元の映像の 2種類である 

 
(2)2010 年度 
①ピアノ弾き歌い技術の経年変化の分析 

前年度に引き続き，約 100名の学生にピア
ノ実技 e ラーニングコースを閲覧させ，視聴
前後の演奏を比較分析した。また関西学院大
学においても同様の実践に取り組んだ。学習
者の自己学習に対する適切な意識づけによ
ってその演奏能力は大きく向上することが
確認されたが，前年度と比べて新しい知見は
得られなかったため，学会等での成果発表は
行わなかった。 

一方，学生の演奏技術の経年変化を考察す
るため，ピアノ弾き歌い注釈付き楽譜に焦点
を絞り，選択科目「児童音楽Ⅱ」を履修した
学生 10名に改めて注釈付き楽譜を分析させ，
前年度に履修者が分析した内容との共通点 
相違点，および演奏の様子を比較することで，
前年度に学んだ技能がどのぐらい定着して
いるかを考察した。 

その結果，奏法の基礎があるためか，情景
表現に対する注釈に目が向くようになった，
歌唱に対する理解が深まった，指づかいに対
する関心が高まったこと等が顕著であるこ
とがわかった。 

 
②バイエルｅラーニングコースおよび子ど

もの歌の注釈付き楽譜の制作 
 ピアノ教則本「バイエル」の注釈付き楽譜
の制作を完了した。さらに，注釈付き楽譜作
成のノウハウを生かし，ADDIE モデルを援用
して，約 50 曲の子どものうたの注釈付き楽
譜を新たに作成する作業に取り組み始めた。 
 
③注釈付き楽譜の教育効果の特定 

選択科目「児童音楽Ⅱ」において，前年度
に映像提出等の経験がある約 10名の学生に，
デジタルカメラ等で演奏映像を撮影・提出さ
せた。その後，注釈付き楽譜を学生に提示し，
注釈付き楽譜に書かれた内容に基づいて練
習させた後，再度自身の演奏映像を録画・提
出させた． 

それと同時にレポートを課し，注釈付き楽
譜を閲覧する前後で自身の演奏にどういっ
た変化が見受けられたかを記述させたとこ
ろ，注釈付き楽譜の閲覧によって自身の演奏
で改善された点は，曲のイメージ，指の動き，
音符と休符の長さであり，ほとんど改善が見
られないのが発声であった。また，もともと
悪い点はないと回答したのは，演奏の姿勢，



ブレスであった。学生自身は「改善できた」
としたのに対し，教員が行った映像確認によ
り「改善されていない」と判定された項目は，
歌とピアノの音量バランス，（伴奏の）右手
と左手の音量バランスの 2点であった． 

これらの結果から，注釈付き楽譜は，曲の
イメージや指の動き，注意を促すための音符
と休符の長さといった点に関しては学生の
技能改善の一助となすこと， 他方，発声，
歌唱と伴奏とのバランス，（伴奏の）左右の
音量バランスといった，実際に何度も聴かな
いと意識できないような技能内容は注釈付
き楽譜では十分に学習者に伝わらないこと
が判明した。 
 
(3)2011 年度(～2012年度) 
①注釈付き楽譜集「子どものうた弾き歌いベ

スト 50」の刊行 
 (1)①，(2)の①③での検証を経て，注釈付
き楽譜集「子どものうた弾き歌いベスト 50」
を発刊した。 
 
②バイエルｅラーニングコースの配信 

ピアノ教則本「バイエル」の模範演奏映像
と注釈付き楽譜の配信を始めた (http://ob
eron.nagaokaut.ac.jp//kwu/beyer/)(図 3)。 

   
図 3 バイエル eラーニングコーストップページ 

 

③模範演奏映像および注釈付き楽譜それぞ
れの教育効果の特定 
②で完成したバイエルｅラーニングコー

スを教材に，2011 年度後期必修科目「児童音
楽Ⅰ」の授業において，約 120名の学生に対
して，20 名ずつ６曲(曲番号 1～6)の楽曲を
練習するように伝え，演奏映像を提出させた。 

曲番号 1 を練習した学生のうち，半数には
注釈付き楽譜(A 群)を見せ，残りの半数には
模範演奏映像(B 群)を見せ，自習期間を経た
後，再度提出させ，これらの教材閲覧前後の
演奏映像を比較した。この実践以降、演奏映
像の提出はサーバーへのアップロードに変
更した。 
そして，これらの映像を教師が，劇的な改

善あり，少し改善あり，変化なし，改悪され

た，の 4 段階に評価した。図 4は実践環境で
ある。 

図 4 2011年度の実践環境 

 
図 5および図 6 に，各学生の演奏映像から

得られた，改善 /改悪に対する分析結果を示
す。分析は，各グループにおける中間・期末
実技試験間の平均点がもっとも高いもの（熟
達度が高い）およびもっとも低い者（熟達度
が低い）を抽出して行った。図の左側は A群
(注釈付き楽譜)，右側は B群(模範演奏映像)
の結果であり，両端から中央へ向けて改善が
なされなかった様子が示されている。 

  図 5 熟達度の高いグループの傾向 

 図 6 熟達度の低いグループの傾向 
 

図から，次のような改善傾向がみられるこ
とがわかった。 

熟達度が高い組 : A群のみに認められた改

http://oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/beyer/
http://oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/beyer/


善傾向→強弱，スタッカート，強弱の変化 B
群のみに認められた改善傾向→テンポの的
確さ，全体的なアーティキュレーション，左
右の音量バランス，音の粒がそろっている，
全体的な印象，表情 両群に共通に認められ
た改善傾向はなかった。 

熟達度が低い組 : A群のみに認められた改
善傾向はなかった。B 群のみに認められた改
善傾向→全体的な印象，表情，テンポキープ 
両群に認められた改善傾向→演奏中の停止，
つっかえ 
 A 群(注釈付き楽譜)は，楽譜に忠実に演奏
するために必要な要素の習得， B 群(模範演
奏映像)は，運動系を含めた制御に必要な要
素の習得であると考えると，符号から読み取
れるものについては注釈付き楽譜で十分対
応可能だが，制御に必要な要素を習得させる
ためには模範演奏映像の閲覧が効果的であ
ることがうかがえた。 
 
④歌唱ｅラーニングコースの開設 

ピアノ実技およびバイエルｅラーニング
コースや，注釈付き楽譜集における制作ノウ
ハウを生かして，「稗方攝子のワンポイント
歌唱レッスン」を制作し，配信を開始した( 
http://oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/hieka
ta/)。「子どものうたピアノ弾き歌い ベス
ト 50」の中から著作権が消失した６曲と小学
校歌唱共通教材から３曲の模範演奏と解説
を掲載している。これらの楽曲は，クリエイ
ティブ・コモンズ(表示・非営利・改変禁止)
ライセンスで提供しているため，改変をせず、
また非営利利用に限り，自由にダウンロード
した動画を第三者と共有できる。 
 

以上、本研究は，ピアノ実技ｅラーニング
コース閲覧効果の分析，模範演奏映像と注釈
付き楽譜それぞれの教育効果の特定，バイエ
ルｅラーニングコース視聴効果の分析を通
じて，ICT の有用性を示したこと，また、バ
イエルｅラーニングコースおよび歌唱ｅラ
ーニングコース，注釈付き楽譜集という有益
な教材を提供したこと等により，教員・保育
者養成機関のピアノ実技指導に貢献したと
いえる。 
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